
反落、イラン和平への期待が再浮上
NY原油先物相場は、1バレル＝105ドル水準で上げ一服となり、90ドル台中盤まで反落した。米国とイ

ランの和平合意に対する期待感が後退したことで100ドル台中盤まで切り返していたが、改めて和平合

意に対する期待感が高まり、100ドル割れの軟調地合になった。トランプ米大統領は5月20日、イラン

情勢は「最終段階」にあると発言している。合意に至らなければ再び攻撃を行うと警告しているが、

マーケットでは和平合意の可能性が高まっているとの見方が優勢だった。ルビオ米国務長官は22日、

「わずかな進展」があったと報告している。ただし、イランの核問題やホルムズ海峡の船舶通航の問題

に関しては、まだ意見の隔たりがあることを認めている。

国際エネルギー機関（IEA）ビロル事務局長は、7～8月に原油市場が「危険水域」に突入する可能性を

警告した。夏の燃料需要のピークを迎える一方、中東からの輸出量が不足していること、在庫の取り崩

しが続いていることについて、注意喚起を行っている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（5月15日時点）は、原油が前週786万バレル減、ガソ

リンが155万バレル減、石油精製品が37万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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イラン情勢次第の展開が続く、和平合意に向かえば軟調
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【展望】

イラン情勢に強く依存する展開が続く。米国とイランの和平

合意への期待が高まれば売られ、逆に和平合意への期待が後

退すれば買われる展開になる。米国やイランの要人発言、メ

ディアの報道に一喜一憂する投機色の強い展開が続いている。

前週は和平合意への期待感を織り込む形で改めて100ドルを

割り込んだが、今後、米国とイランの歩み寄りが見られ、和

平合意に対する期待感が高まると、80ドル台に値位置を切り

下げる展開になろう。サウジアラビアやUAEなど湾岸諸国か

らは、紛争のさらなる長期化を回避するための圧力も強く

なっており、いずれ和平合意が実現するとの見方は強い。

NYMEX原油先物市場では、大口投機筋が4月上旬から段階的

に売りポジションを積み増ししていることにも注目したい。

チャート上では、上値が切り下がる一方、下値が切り上がる

三角保ち合いを形成しているだけに、トレンドフォローの売

りが膨らむかも焦点になる。

こうした楽観的な見方は何度も浮上しては失望に変わってい

る。前回はイランの回答に対してトランプ米大統領が「全く

受け入れられない」と発言したことで、ホルムズ海峡の封鎖

が長期化するとの見方が強まり、原油相場は88.66ドル（5月

6日）から106.00ドル（5月15日）まで切り返す展開を経験

したばかりだ。ただし、トランプ米大統領は5月23日、合意

がほぼ成立し、近日中に最終的な内容を発表する予定と自身

のSNSに投稿している。この通りの結果になれば、ホルムズ

海峡の流通障害も解消に向かい、原油相場は上げ一服感から

調整売り優勢の展開になろう。米国とイランの最終調整を

巡って混乱がみられるかが焦点になる。その先は、最近の在

庫急減で高止まりするのか、最悪期は脱したとの評価から値

下がりが進むのかにテーマがシフトしていく見通しだ。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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